
 

 

 

 

 

 

 暑さを感じるようになってきました。気温は安定しないし、花粉やらなんやら飛んでいる

し…という切ない季節ですが、体調管理に気をつけていきましょう。 

 先日の研究始まりの会では、研究の今年度の方向性についてお話をさせていただきました。

今年度は、３か年計画の２年目です。昨年模索し、定め始めた方向に向かって、より深まっ

た内容になっていけばと思います。研究を深めるにあたって、この研究研修部だより「わっ

たい」が少しでも皆さんのお役にたてる内容にしていきたいと考えています。「わったい」

は、研究の各グループの進捗状況をお伝えしたり、日々の学習に役立つ情報をご紹介したり

するためのものです。２月に１回のペースで発行予定です。皆さんからのお役立ち情報もぜ

ひ職員で共有していきたいと思いますので、原稿協力もお願いする予定です。よろしくお願

いします。 

 今回は６月９日にある２，３グループの研究会について、「高次化ってなんだろう？超初

級編」と題しまして、高次化についてまとめていきたいと思います。 

 

 

 ６月９日の研究２，３グループのグループ研では、アドバイザー派遣事業を活用し、研修

会を行います。その中で淑徳大学発達臨床研究センターの川口真理子氏をお迎えして、「感

覚と運動の高次化理論から考える子どもの姿」という内容でお話していただきます。…とこ

ろで、高次化ってなんなんでしょう？私は高等部の単一障がい学級にいるので、研究の中で

高次化に触れることがなく、「すごいな、重複障がい学級の先生方は高次化についてよくご

存じなんだな～。高次化をテーマに研究していないとはいえ、同じ学校なのに全然知らない

ってちょっと恥ずかしいな。」と思っていました。さらに言えば、高次化というのは肢体不

自由の子どもたちの発達に関する内容だと思っていたので、勉強したところで単一障がいの

子どもたちには関係ないかもしれないし…とちょっと逃げていた部

分もあります。しかし、研究部員なのに他グループの内容知りません

っていうのはよくないと思い、今年度ほんの少しだけ勉強し始めまし

た。同じくらい高次化初心者の方のために、高次化という発達理論を

勉強するメリットをお伝えできたらと思います。まだまだ分からない

ことだらけですが、温かい目で読んでいただけたらと思います。 
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メリットその１「自分の安心」 

 発達を勉強する、高次化という理論を勉強するメリットってなんなのでしょう？私は、自

分のためではないかと思います。もちろん最終的には授業や指導に生かすためなのですが、

やっぱり自分が安心したいからです。子どもたちが今どのような状況にいて、自分がどのよ

うにアプローチすればよいのかは、いつも不安です。「これでいいのだろうか？子どもたち

の役に立っているのだろうか？」と思う毎日です。でも、自分の中に「この発達理論で見る

とこの段階だ」という指標があれば、次の目標が見えますし、次の段階に進めば、学習内容

が合っているということにもなります。そういった目安があると、私たちにももっと安心と

達成感が生まれてくる気がします。ではいろいろな発達理論の

中でなぜ高次化？という点についてメリット２と３で書いてみ

ます。 

 

メリットその２「幅広い」 

 本を読んだり、同僚から話を聞いたりした第一印象は「カバーしている範囲が広い」とい

うものです。基本的には、生まれたばかりの子どもから言葉を使ったコミュニケーションが

上手に取れるようになるまで（おおざっぱですね。イメージ的には小学生です）の正規発達

についてもしっかり書いてありながら、自閉症、知的障がい、発達障がいのことについても

書いてあり、「これしっかり理解できたら、発達について、そして発達の遅れについてだい

たい分かるなぁ」と思いました。発達について勉強しようと思っているけれど、自閉症も勉

強しないといけないし、知的障がいとも関わっているからそれも勉強しないといけないし、

どこから勉強すればいいの？という人にはとてもおすすめです。 

 

メリットその３「感覚（操作）、認知、情動（気持ち）を関連づけている」 

 言葉を多く知っていて話はできても、その言葉を理解して使っていない子どもがいます。

言葉をたくさん覚えても、たくさん話ができても、コミュニケーションが苦手な子どももい

ます。そういった発達のバランスの悪さを、身体だけの視点から、認知だけの視点から、気

持ちだけの視点からとらえるのはとても大変です。「なんで？どうして？」となることも多

いと思います。しかし、高次化ではそれらを関連づけているので、どこのバランスがどのよ

うに悪くて、どこに働きかけていけばいいのかが分かりやすいと思います。一つの視点から

でなく、いろいろな視点から見るという実践例がたくさん載っているので、自分のアプロー

チの仕方を広げてくれると感じました。 

 

 

 

それでは、私が出会った事例を高次化の視点で見てみたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この事例の場合、子どもたちが私たちに訴えてくるのは③か④のあたりではないかと思い

ます。それを、単純に「自己肯定感が低いから人とのかかわりが苦手なんだ、人と上手にか

かわる体験を増やして、自己肯定感を高めよう」とか「人とのかかわりが苦手ならば、ソー

シャルスキルトレーニングをしよう」と考えては、本人の本当の困り感に気づかないかもし

れません。感覚過敏が強かったり、情報のとらえ方に特徴があったりする場合は、その部分

へアプローチをする必要があるでしょう。それが特別支援で重要となる「自立活動」で行わ

れるべきことだと私は感じています。病気や障がいによりいろいろな二次障がいが強く出て

いる生徒が病弱特別支援学校には多く在籍しており、行動や心理面の不安定さに目が行きが

ちです。しかし、その裏に何があるのか？それを考えさせてくれる視点が、高次化を活用し

たとらえ方にはあると思います。感覚過敏について、自閉症の対応について、二次障がいに

ついて、それぞれの分野の詳しい専門書は多くともそれを関連づけたものは少ないので、高

次化を活用することで、いろいろな視点から子どもを見ることができるのではないでしょう

か。 

③人との距離感が分からないまま行動し、

距離を置かれてしまう→人に嫌われてしま

う自分は、誰からも好かれないと自信を無

くしてしまう 

④自分から人に関わることを減らしていっ

てしまう。また、自己を表現することを極

端に減らしてしまう。 

②感覚過敏による感覚入力の偏りで自己

像（ボディイメージ）がゆがんでいるため、

人との距離感が分からない 

①聴覚過敏、視覚過敏、嗅覚過敏、触覚過

敏などで、乳幼児期から他者との関わりを

避ける傾向にあり、自己像(ボディイメー

ジ)の形成が不十分 


